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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年8月15日(2013.8.15)

【公表番号】特表2010-525143(P2010-525143A)
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年7月1日(2013.7.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　本発明は、図面のそれぞれの図を参照して記載されている。
【図１】図１は、本発明の例示的態様で使用するためカーボンブラックを製造するために
使用できる、ファーネスカーボンブラック反応装置の１つのタイプの一部の断面図である
。
【図２】図２は、カーボンブラック試料のアグリゲートの重量分率対所与の試料における
ストークス径のサンプルヒストグラムである。
【図３】図３は、本発明の例示的態様によるカーボンブラックを使用して製造したミルベ
ースの粘度と市販のカーボンブラックを使用して製造したミルベースの粘度とを示すグラ
フである。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　カーボンブラックは、１種もしくは２種以上の以下の性質をさらに有することができ、
それぞれの性質については、以下、詳細に検討する。アルカリおよびアルカリ土類元素（
たとえば、ＩＡ族およびＩＩＡ族元素）の全濃度は、μｇ／ｇ単位で、多くても（y＋１
５×ヨウ素価）である。式中、ｙは２５０、１００、－５０、－１５０もしくは－３５０
である。Ｍ比、カーボンブラック試料のストークス径の最頻値に対するストークス径のメ
ディアンの比率は、１．０から１．２５未満の値、たとえば、１．２２と１．２４との間
、もしくはこれらの端点のいずれかによって画定されるいずれの範囲内となり得る。以下
の式で、カーボンブラックの着色力を定義することができる。
　　　着色力＝ｘ＋０．４４×ヨウ素価
式中、ｘは４５から９０、たとえば、６０から９０もしくは７５から９０となり得る。カ
ーボンブラックは、６から１０、たとえば、６から８、８から１０、７から９もしくはこ
れらの端点のいずれかによって画定されるいずれの範囲内となり得るｐＨを有することが
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できる。水拡張圧（拡水圧力）（ＷＳＰ）、カーボンブラック表面と水蒸気との間の相互
作用エネルギーの大きさは、多くても６ｍＪ／ｍ2、たとえば、多くても５Ｊ／ｍ2、多く
ても４ｍＪ／ｍ2、２から６ｍＪ／ｍ2、２から５ｍＪ／ｍ2、３から６ｍＪ／ｍ2、３から
５ｍＪ／ｍ2、もしくは本明細書の端点のいずれかによって画定されるいずれの範囲内と
なり得る。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　我々は、大きな表面積、しかし以前から使用されてきたカーボンブラックに比べて少な
い量のＩＡ族およびＩＩＡ族金属元素を有する低構造カーボンブラックを製造することを
可能とする作業条件をつきとめ、これにより、カーボンブラック製品中のこれらの金属の
量を減少させた。一般に、所与の表面積を有するカーボンブラックの場合、金属元素の添
加によって、その構造はある量まで低構造化するが、その後は、追加の金属元素の添加に
よって構造は影響を受けない。しかし、我々は、大きな表面積のブラックは言うまでもな
く、中間の表面積のブラックで以前から達成可能であったカーボンブラックに比べて、著
しく低い構造、たとえば、２０ｃｃ／１００ｇ～４０ｃｃ／１００ｇ、もしくは２０ｃｃ
／１００ｇ～５０ｃｃ／１００ｇのフタル酸ジブチル吸収（ＤＢＰ）値を有するカーボン
ブラックを製造した。例示的な装置および反応条件は下記および例に記載されている。ま
た、たとえば、米国特許第５，４５６，７５０号明細書、同第４，３９１，７８９号明細
書、同第４，６３６，３７５号明細書、同第６，０９６，２８４号明細書および同第５，
２６２，１４６号明細書に記載されたものを含む様々な他の装置を使用して本発明の様々
な態様によるカーボンブラックを製造することができる。他の装置で本発明の様々な態様
によるカーボンブラックを製造するために、以下に記載される反応条件を適合させる方法
を当業者は認識するであろう。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　高温燃焼ガス流は、ゾーン１０，１１からゾーン１２，１８，１９の中へダウンストリ
ームを流す。高温燃焼ガスが流れる方向は、図の中で矢印によって示される。カーボンブ
ラック生成供給原料３０は、（ゾーン１２に設けられた）地点３２および／または（ゾー
ン１１に設けられた）地点７０で導入される。反応条件下で容易に揮発する、本明細書で
の使用に好適なカーボンブラック生成炭化水素供給原料には、アセチレンなどの不飽和炭
化水素、エチレン、プロピレン、ブチレンなどのオレフィン、ベンゼンなどの芳香族、ト
ルエンおよびキシレン、特定の飽和炭化水素およびケロシン、ナフタレン、テルペン、エ
チレンタール、芳香族循環油などの他の炭化水素などがある。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　カーボンブラック生成供給原料および高温燃焼ガスの混合物は、ゾーン１２を通ってゾ
ーン１８に入って、その後ゾーン１９に入るように下流に流す。カーボンブラックが形成
されたときの化学反応を停止させるために、地点６２に配置され、水となり得る冷却流動
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体５０を注入するクエンチ６０を使用する。高温分解を停止させるための冷却地点を選択
するための当該技術分野で知られているいずれかの方法で、地点６２を決定することがで
きる。高温分解を停止させるための冷却地点を決定するための一方法は、適格なスペクト
ロニック（Ｓｐｅｃｔｒｏｎｉｃ）２０のカーボンブラックについての値が到達する地点
を決定することによる。Ｑは、ゾーン１８の初めから冷却地点６２までの距離であり、ク
エンチ６０の位置により変わるであろう。ある態様では、冷却している間にカーボンブラ
ックに添加される余分の金属および他の元素の量を最小にするために、冷却流体として逆
浸透水を使用する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　高温燃焼ガスおよびカーボンブラック生成供給原料の混合物を冷却した後、冷却したガ
スは下流へと通過して、任意の従来の冷却および分離手段の中に入り、これによりカーボ
ンブラックは回収される。ガス流からのカーボンブラックの分離は、集塵装置、サイクロ
ン分離器もしくはバグフィルターなどの従来の方法によって容易に達成される。この分離
の後に、たとえば、ペレット製造機を使用してペレット化してもよい。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　酸化されたカーボンブラックは、極性基、イオン基、および／またはイオン性基を表面
上に導入するために、酸化剤を使用して酸化される。この方法で作製されたカーボンブラ
ックは、かなりの量の酸素含有基を表面に有することがわかっている。酸化剤には、酸素
ガスと、オゾンと、ＮＯ2（ＮＯ2と空気の混合ガスも含む）と、過酸化水素などの過酸化
物と、ナトリウム、カリウムもしくはアンモニウム過硫化塩を含む過硫化塩と、ナトリウ
ム次亜塩素酸塩、岩塩、ハロゲン酸塩もしくは過ハロゲン酸塩（たとえば、ナトリウム亜
塩素酸塩、ナトリウム塩素酸塩もしくはナトリウム過塩素酸塩）などの次亜ハロゲン酸塩
と、硝酸などの酸化酸と、過マンガン酸塩、オスミウム酸、酸化クロム、もしくは硝酸ア
ンモニウムセリウムなどの酸化体を含有する遷移金属とが挙げられるが、これらに限定さ
れない。また、酸化体の混合物、とくに酸素およびオゾンなどのガス状酸化体の混合ガス
も使用することができる。さらにまた、塩素化およびスルホニル化などの顔料の表面にイ
オン基もしくはイオン性基を導入する他の表面改質方法を使用して作製されたカーボンブ
ラックを使用することができる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３０から２００ｍｇ／ｇのヨウ素価、２０ｃｃ／１００ｇから４０ｃｃ／１００ｇのＤ
ＢＰ、μｇ／ｇ単位で、１３７８μｇ／ｇ以下のＩＡ族およびＩＩＡ族元素の全濃度なら
びに１から１．２５未満のＭ比を有するカーボンブラック。
【請求項２】
　６から１０のｐＨを有するか、
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　多くて６ｍＪ／ｍ2の拡水圧力を有するか、または、
　８７～１２３％の着色力を有するかのうちの少なくとも１つによって特徴づけられる請
求項１記載のカーボンブラック。
【請求項３】
　７０から２００ｍｇ／ｇのヨウ素価、２０ｃｃ／１００ｇから５０ｃｃ／１００ｇのＤ
ＢＰ、多くて６ｍＪ／ｍ2の拡水圧力、および１から１．２５未満のM比を有するカーボン
ブラック。
【請求項４】
　１から１．２２未満のＭ比を有するか、
　６から１０のｐＨを有するか、
　１３７８μｇ／ｇ以下のＩＡ族およびＩＩＡ族元素の全濃度を有するか、または、
　８７～１２３％の着色力を有するかのうちの少なくとも１つによって特徴づけられる請
求項３記載のカーボンブラック。
【請求項５】
　酸化したカーボンブラック、熱処理したカーボンブラックまたは結合した有機基を含む
改質したカーボンブラックである請求項１乃至３のいずれか１項記載のカーボンブラック
。
【請求項６】
　３０から２００ｍｇ／ｇのヨウ素価、２０ｃｃ／１００ｇから４０ｃｃ／１００ｇのＤ
ＢＰ、および１から１．２５未満のM比を有するカーボンブラック製品を製造する方法で
あって、
　予め加熱した空気流を燃料と反応させることによって、燃焼ガスの流れを生成するステ
ップ、
　流れを形成し、その流れの中で供給原料の熱分解を開始させるために、一軸平面の地点
で、前記燃焼ガスの流れの中に前記供給原料を導入するステップ、
　前記一軸平面の地点で、燃焼ガスの流れの中に補助的炭化水素を導入するステップ、
　少なくとも１種のＩＡ族もしくはＩＩＡ族元素またはそれらを組み合わせたものを含む
少なくとも１種の物質を、燃焼ガスの前記流れの中にさらに導入するステップ、および、
　逆浸透処理を行った水を使用して前記熱分解を冷却するステップを含み、
　前記供給原料および前記補助的炭化水素の前記注入地点が、前記軸平面で交互であり、
　前記カーボンブラック製品中のＩＡ族およびＩＩＡ族元素の全濃度が、１３７８μｇ／
ｇ以下である方法。
【請求項７】
　（Ａ）全体の燃焼比率が少なくとも２６％であること、および
　（Ｂ）前記軸平面中の前記地点の数が３であることのうちの少なくとも一方によって特
徴づけられる請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記補助的炭化水素が、炭化水素を含み、前記補助的炭化水素の炭素含有量が、反応装
置に注入された全ての燃料流の総炭素量の多くて２０重量％になるような量で導入され、
　前記補助的炭化水素が、任意選択的に気体状の形態である請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記カーボンブラックが、
　１から１．２２未満のＭ比を有するか、
　６から１０のｐＨを有するか、
　多くて６ｍＪ／ｍ2の拡水圧力を有するか、または、
　８７～１２３％の着色力を有するかのうちの少なくとも１つによって特徴づけられる請
求項６記載の方法。
【請求項１０】
　有機基を結合させて前記カーボンブラックを改質するステップ、前記カーボンブラック
を酸化させるステップ、または前記カーボンブラックを熱処理するステップをさらに含む
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請求項６記載の方法。
【請求項１１】
　請求項１乃至４のいずれか１項記載のカーボンブラックと混合されたポリマーを含むト
ナー。
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